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愛唱歌集-2の進捗状況です。先ずは発行時期変更について（Ｂ上田喜一さんより）
　　”12月の発行”へ
　　当初は7月目標で取り組んで来ましたが、下記の理由によりこの度変更を考えました。
発行時期の変更理由
　・委嘱作品の完成で、楽譜ピースの印刷・発行が優先になったこと。
　・今年の定演プログラム変更に伴い、定演費が14,000円になり、更なる負担を避けたいこと。
　・「ふるさとの四季」の楽譜をお持ちで無い方は、今回予定外の購入が生じたこと。
　・「林光・叙情歌曲集」が来年に繰り下げになり、7月の定演以降はこの曲の練習に入る為、
愛唱歌集-2の発行ニーズが薄れたこと。
　・新入団員さんは衣装代や、定演費など出費がかさむので、これらを勘案すると12月頃が望ましいと考えました。
愛唱歌集-2の進み具合
  選定曲 ： ①森に分かるる歌　②森の教会堂　③遠い雲　④この道　⑤ﾛﾏﾝﾁｽﾄの豚　⑥信じる　⑦ｻｯｶｰによせて　　

⑧翼　⑨早春賦　⑩小さい秋みつけた　⑪○と△の歌　⑫郷愁　⑬とんがり山　⑭さびしいｶｼの木　⑮夢見たものは
　⑯しあわせはｶﾀﾂﾑﾘにのって　⑰ｷﾘｴ　⑱少年時代　⑲筑波山麓合唱団　⑳ｽﾊﾞﾙ　21冬のﾌｧﾝﾀｼﾞｰ　22風が　23河口（筑後川より）
　以上の　選定曲に至るまでの投票結果詳細や経過資料は近々配布致します。ここに至るまでの幾多の場面でご協力頂いた各位に感意を表したいと思います。有難うございました。
楽譜の作成 
　今は福井さん禰占さんによって鋭意、楽譜原本の入手（23曲のうち10曲は楽譜が無いため）や、歌集専用の楽譜の編集に掛ってもらっています。
ﾗｽﾄﾁｬﾝｽ・ｴﾝﾄﾘｰの曲の扱いについて
　ここの応募曲も愛唱歌集-2に相当するぐらいの応募を頂きました。ただし殆どの曲は楽譜がありませんでした。しかしそれはさておいて、これらは愛唱歌集-3として今後に進めたいと考えますので、よろしくご了解を頂きたいと思います。


２０１２年４月７日　第46号　作成責任及び文責　古畑　等





四月です。平成２４年度がスタートしました。年度変わりなので通勤通学先などの生活環境が変わる方もおいででしょう。やむを得ない事情もあるでしょうが、それでも団員が減らないことを願っています。


　さて、現在在籍S28人、A26人、T15人、B16人、計85人の新年度です。下記のように新曲も頂き、合宿も再開、さあ定期演奏会に向けて一丸となってがんばりましょう！（暗譜努力も含めて、各自の出来る範囲のベストを）





練習状況　　３月４日(土)新曲誕生記念日


　当団十七年目の誕生日が過ぎてすぐのこの日に、新しい合唱曲が産声をあげました。「みどりの風に（岡田重信作詩・源田俊一郎作曲）」の楽譜が団長と貞松先生に届いたのが週末近くで、本日団員配布の上、さっそくパート別音取り練習、その後アンサンブルになりました。「私が書いた楽譜は、ただの文字と記号にすぎません。どうぞ皆様の歌声で音楽という命を与えてください。」との源田先生のメッセージも添えられた楽譜です。文字通り音符が音響に変わった瞬間でした。これまで当団は、すでにどこかの合唱団が音楽にしたものを歌ってきましたが、今回はどこの団にも未知であり、作曲者もおそらくまだ四声フルコーラス＆ピアノの実演奏は耳にされていないだろう音楽が、我々の練習会場で我々の音で生まれたのでした。無論、初見ですから出来はまだまだですが、一応通しで歌ってみて雰囲気をつかみました。すでに練習中の「海よ」とともに歌いあげて源田ミュージックの世界をオンステしたいものです。なお、本日のＶＴは元気印の福井雅志先生。福井先生のＶＴはしっかり腹筋をいじめ抜いてもらえます。練習のシメは「ルパン」でしたが「みどりの風に」の雰囲気に浸りこんだせいか、ガッタガタ。またしっかりやりなおしましょうな。最後は万歳三唱でした。


３月１７日(土)


　和田先生のＶＴでした。ＢＲＲ―の声出し等の後パート別に発声指導がありました。Ｂは低く分厚い声なので遅れないこと、ＴやＳ／Ａは声が上がっていくとき喉の奥を広げながら鼻腔からトサカに音を響かせ、スムースに頭声に移行できること等の訓練をやっていただきました。発声練習も和田先生は次第に高度な内容に変更されていると思います。


　練習曲はまず「ふるさとの四季」・「みどりの風に」のＰ練習。その後アンサンブル。「ふるさと・・」では貞松先生は各曲のそれぞれの雰囲気をひき出すために（「日本一の歌にしましょう。」）テンポと声質、ボリュームの細かい指示をされました。先生の要求もだんだん高度になっています。


「みどりの風に」は二度目の練習なのに雰囲気が出てきました。ウルウルした人（シャンテ子も）少なからずでした。てなことで源田ワールド漬けの練習でした。なお、最後に嬉しいお知らせ二点。①貞松先生おめでとう。お誕生日でした。５？才。「ハピーバースディ」を皆で歌いました。②源田先生のお便り（別記）を団長が代読しました。


３月１７日(土)


　ＶＴの和田先生がＢＲＲＲＲ―の喉慣らしの説明をされました。「腹筋で横隔膜を支え、背筋を伸ばし呼気の柱を立てるためで、顔の前で音が鳴るようにしてください」とのことでした。


　練習はＰ練で「海よ」「みどりの風に」「ふるさとの四季」後半部をやって、全体では「ふるさとの四季」「みどりの風に」を歌いこみました。「ふるさと・・」では小曲のメドレーで各曲ごとの「色」を歌いわけましょうと貞松先生。「みどりの・・」では、パート毎にお互いに音の動きを聞きあって、今どのパートの声が際立つべきかをわきまえながら歌うように指示されました。「みどりの・・」が仕上がっていくにつれ、じんわりと曲のよさが心にしみて目もとがヤバくなり始めました。感動で泣いても指揮できる指揮者はいいなあ。





連絡事項：委嘱作品について：委嘱作品委員Ｔ岡田さん・Ｓ奥野時子さんから（別記）練習参加者承認済み。なお、「緑の風に」楽譜ピースが３月３１日到着し、岡田さんと奥野時子さんから団員に無料で配布されました。


定期演奏会について：前回の会計報告（Ａ寺野さん）。次回の会計予算案（Ａ伊藤さん）。いずれも別紙参照。定演会費は


１４０００円（学生割引付）で、４回で分割集金されます。


なお、次の方がたが今年の定演委員さんです。Ｔ柴田委員長・Ａ伊藤副委員長・Ｓ丸岡・Ｓ河村・Ａ山澤・Ａ松村・Ａ吉田の皆


さん。定演会計Ａ寺野さん。フロア担当Ｔ西浦さん。二次会担当Ｓ村田さん・Ｓ古谷さん。御苦労様です。よろしくお願いします。


愛唱歌集パートⅡについて：（Ｂ上田さん）パートⅡ作成は１２月めどに変更します。（別記）


合宿について：（Ａ山澤さん）別紙案内と申込書配られました。経営が変わったので参加費が増額される場合があります。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※合宿では、名札着用を忘れないようにしましょう。シャンテ子）　


新規入団：Ｔ畑中俊彦さん、入団されました。ようこそ！





コンサート・発表会：4月８日(日)和太鼓研修生の修了演奏会・甲東ホール（阪急甲東園駅スグ）。入場料1000円。開演14時。Ｔ宮本さん出演


4月22日（日）富田林市少年少女合唱団ミニコンサート。金剛公民館。午前10時30分から。


4月29日（日）神戸市役所センター合唱団みどりのコンサート21．神戸新聞松方ホール。入場料3000円。開演14時。


Ｂ乾さん出演。浅井敬壹先生・信長貴富先生指揮。


5月27日（日）羽曳野混声合唱団コールソノール演奏会。LICはびきのホール。入場料1000円。開演14時。ももせ団指揮者家島先生。ピアニスト岡林先生出演。


7月１日(日)オペラ「トゥーランドット」。ラブリーホール。開演14時。Ｂ中山さん出演。


7月4日(水)ももせ団ピアニスト京極先生、演奏会。いずみホール。














【源田先生のお便り】（3．17団長代読から本文のみ）


　先日はご丁寧なお手紙をありがとうございました。作品が皆様に気に入っていただけたようで嬉しく存じます。


　岡様はじめ団の皆さまには長い間、本当にご心配ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。7年もの間、頭の隅にわだかまっていたものが解消され、音楽として生み出すことができたのは皆様のおかげです。その感謝の気持ちを全てのフレーズに込めて、曲は出来上がっていきました。貞松氏は時々やさしく声をかけてくださり、友人のあたたかいまなざしが身にしみました。


　まだ他の誰も耳にしたことのないこの曲が、定演までの練習の間に皆様の心の中でふくらみ、新緑の季節を経て成長していくそのことが、「委嘱初演」の醍醐味かと思います。演奏会でお目にかかるのを楽しみにしております。


小さな春を感じる頃、どうぞご自愛ください。源田俊一郎。

















委嘱作品委員コメント（メモ）～委嘱作品楽譜コピ－配布にあたって　2012.3/4(土)通常練習時説明


■はじめに～委嘱作品楽譜を手にして


○委嘱作品の取組は、2005年(H17)の団結成10周年、第10回定期演奏会に向けての記念事業の一環として企画された(シャンテ記載)。企画準備段階を含めると8年前に遡る。今日楽譜を手にすることができとてもうれしい。


○2005年3月に団結成10周年記念会（すばるホ－ル）が開かれ、その席に源田先生をお招きして公開レッスン(リハ－サル室)として源田先生から直接ご指導を受ける機会もあった。ここであらためて、源田先生のお顔を思い起こしながら、また源田先生との出会いを作っていただき、私たちの思いを届け曲の完成にご尽力いただいた貞松先生、お二人の先生に感謝の拍手をお送りしたい。


■2007年以降入団者に対する委嘱積立金の協力依頼


○これから7月の定演での初演に向け練習に入っていくが、ご相談と提案がある。


　まず一つめは、委嘱曲作品の積立金について(現在約43万円)。これは、企画が持ち上がった2004年頃に、それまでの団活動を通じての蓄財であった団会計（一般会計）の積立金をベ－スにしながら、別途、委嘱作品のために、2004年の途中から、毎月団費(当時1600円)に加え委嘱積立金として100円を団員に負担していただき、積み上げてきたもの。その後の事情で2007年以降は委嘱積立金の徴収を休止し現在に至っている。つまり2007年以降の入団者(24名)は、委嘱積立金をされていない。


○今回源田先生には、貞松先生や役員の方々でご相談いただき、委嘱積立金から一部ＷＥＢ上は掲載削除定演招聘の経費（交通費、宿泊代等）は、定演会計予算に組み込んでおり、委嘱積立金としては、うまくいけば剰余金がでる可能性があるが、委嘱曲を初演していくうえで、これまで委嘱積立金を負担されておられない、つまり2007年以降入団者にも幾ばくか負担をお願いしたい。


○具体的には、2004年から2006年までと同様に、一月100円・1年間分1200円を、委嘱協力金としてお願いするもの。全体の金額としては、一人1200円の24名分＝2万8800円で多くはないが、委嘱活動への参加・協力、作曲者への感謝の気持ちをいただければということ。（追加連絡事項です。今後新規入団の方は、1200円の協力金を申し受けることになります。）


■委嘱作品の普及と委嘱積立金の今後の取り扱いについて


○今一つは、できあがった委嘱曲を、より多くの人に歌っていただけるようにしていくことについて。今回の委嘱作品は、企画段階から、また歌詞の公募の段階から、いわゆる団歌という合唱団の内々で歌う性格のものではなく、他の合唱団にも広く歌っていただける楽曲にしたいという思いで取り組んできた。


　その意味から、まずは初演となる定演で、新しく誕生した合唱曲としてお披露目できればと思っている。今日配布の楽譜は、練習用に一刻も早く皆さんにお届けする趣旨から簡易コピ－だが、別途、ピ－ス形式で印刷した楽譜を作成し、団員はもとより、日頃私たちの合唱団活動に対してお世話になっている個人や団体、さらには演奏会に来られる方々にもお渡ししたい（できれば委嘱積立金の一部を活用し団外の方には無料？）。作成部数や頒布方法等は、役員や定演委員と相談しながら検討する。


その際、所定の著作権手続き等にも留意しながらすすめる。なお、作曲は源田先生から著作権申請していただくが、歌詞は、アマチュア合唱団の活動から誕生したものであり著作権申請はしない方針。


○団内では、愛唱歌集No2に収録し、団として長く歌い継いでいけるようにしたい。


○委嘱積立金の今後の取り扱いについては、団としてこれからの委嘱活動をどうしていくかを、先生方や役員の方々と少し時間をいただいて検討し、あらためておはかりする。以上（委嘱委員岡田さん・奥野時子さんより）








